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特集　現代社会学部「進化宣言」 

時代のニーズに応える即戦力を育成　工学部 

熱の入った広島地区入試説明会　短期大学部 

高校から発信　高等学校 

やったぞー！世界第5位 
　　　世界学生アーチェリー選手権大会 

アジア競技大会出場に向けて 

学生時代の想い出と社会人になって思うこと 

「彩」学外展を開く 

プロ野球最速投手－158キロ！本学出身 

私の大学生活 

大学内を開放！ 

安心して学べる大学！ 

研究室紹介 

韓国で翻訳出版された！本学の先生共著 

熱い思いを！クロウジングフェスティバル 
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特 
集 

特 
集 
現代社会学部「進化宣言」 

　急激に変動する社会の諸相と要請に対応し、来春平成１５
年４月、〈人間福祉〉コースを新設する。同時に、従来の４
コースをリフレッシュし、「時代が望む授業」を目指して
いる。より充実したカリキュラムで学び、卒業後活躍が期
待される進路を確かにするための資格取得の選択肢を多様
にした。 

人間福祉コース  

メディア文化コース 

国 際文化コース  
 

組 織文化コース  
 

コミュニティ環境コース 

共に生きることを深く学び、暮らしに実践できる知や感性を養う 

多様なメディアの〈いま〉を学び、日常的な人間関係や心理のありようを学ぶ国

際的な問題を国や人の関係のなかで考え、さまざまな「違い」をわたしたちの
暮らしへ柔軟にとりこんでいく精神を学ぶ 

企業、役所、学校、病院などの組織文化の特質をふまえ、新たな組織文化創造の
可能性を探る 

自治会からネット上のサイバー空間まで、さまざまな人間のネットワークのあり
ようを学び、よりよい関係性とそれを実現する環境について実践的に考察する 

　 人間福祉コースを新設　従来のコースも合わせてリファイン！ ◇ 人間福祉コースを新設　従来のコースも合わせてリファイン！ 

　 取得可能資格もパワーアップ！ ◇ 取得可能資格もパワーアップ！ 

　社会調査士、教員免許：中学校教諭（一種 社会）、高等学校教諭（一種 地理歴史・公民）に加

え、社会福祉士国家試験（厚生労働省）は指定の科目を履修することにより、受験資格が得られ

る。また、ファッションコーディネート色彩能力検定（文部科学省）、カラーコーディネーター検定

（東京商工会議所）は、「色彩心理学」などを受講することで受検の準備ができる。 



初めての就職内定！活動はこうやって 
　今年４年目を迎える現代社会学部では、１期生が就職活動に励んでいる。本

学初の文系、先輩もいない中、どうやって内定を得たのだろうか。 
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入って、学んで、考えて。自分がだんだん見えてきた　 入って、学んで、考えて。自分がだんだん見えてきた　 

若林 友哉くん（広島山陽高校出身）：西日本リネンサプライ（株）リースキンに内定 

　３月の合同企業説明会から就職活動を本格的にはじめました。どちらかといえば押し
が弱い性格と自己分析しています。多少厳しくてもやりがいがある仕事、自分がやった
ことが形として残る仕事という点から清掃業のルート営業を業種として選び、内定をも
らいました。面接の時には相手の目を見て話すように心がけ、就職活動用の反省ノート
を毎回つけていたことで、筆記のときにも面接のときにも「自分のことばで」自然に表
現できたと思います。 

吉井 由祈子さん（熊野高校出身）：（株）石崎本店マーケティング部門に内定 

　昔から広告や出版関係の仕事に興味を持っていましたが、印刷会社でアルバイトをし
たことで逆に失望し、一から就職を考え直したのは３年の終わりでした。形に残る仕事、
通勤３０分以内、パソコンなどの資格が活かせるという点に絞り、建材部の省エネ・防音・
暖房のガラス開発の事務職に内定をもらいました。データ分析、確かな情報の見極め、
具体的な問題解決を考える大学の勉強が活かせる職場です。就職活動では筆記試験に合
格することはもちろんですが、面接で自分の長所、会社に入ってしたいことをしっかり
と伝えることが一番大切だと思います。 

大美　 健くん（三原東高校出身）：（株）サカイ引越センターに内定 

　３年の夏休みから就職活動を始め、本格的に動き出したのは４年生の夏休みからです。
世界のグローバル化は国内外の転勤者の流れを生み、今後ますます引越業の存在価値は高
まると考えて、この業種を選びました。そして、筆記試験でも面接試験でも１週間前から
万全な準備をしていたからこそ、内定がもらえたのだと思います。就職活動を通して、夢
を抱かせ、夢に向かって努力させ、夢を叶えさせてくれる企業こそが「真の大企業」では
ないかと思いました。 



技術の融合　メカトロニクスを身につける 

工学部 
技術の融合　メカトロニクスを身につける 技術の融合　メカトロニクスを身につける 

コンピュータ国際見本市に参加して コンピュータ国際見本市に参加して 
工学部　情報工学科3年生　菅　由希子 

最優秀賞を受賞！ 最優秀賞を受賞！ 
工学部共通基礎講座　助教授　中田　美喜子 

情報処理センターシステム課係長　  鋼　  昌  伸 
　１９９６年から、高齢化社会における老人ホームの役割について、社会福祉
法人慈楽福祉会と共同研究を開始。１９９７年からは高齢者向けインターネッ
ト端末とネットワークを利用した安否確認システムを研究し、「ケアハウス
安芸中野」にシステムを構築。 
　２０００年「広島県情報トライアングルプロジェクト実験」には３社でこの
安否確認システムで参加。２００１年にはこのシステムを応用した自宅緊急連
絡装置（ＨｏｍｅＷａｔｃｈｅｒ：写真）を企業と共同開発し、携帯電話による自宅
の電源制御を小型サーバで実現、「２００１年度ねんりんピック」に出品展示。
また２月には小型サーバのメーカ開催コンテストに応募し、最優秀賞を受賞。
「本事例は、自宅のそれぞれの鍵などの開閉をＯｐｅｎＢｌｏｃｋＳＳ経由で察知するものです。更に携帯電話を使って開閉や
確認が可能。実際の実験にも取りかかっている状況が判り、今後の発展が非常に楽しみです。このような形のサービ
スは、近々に実用化され販売される予感がします。事例の実際が判りやすく、詳細の説明がなされていたことと今後
の発展性が期待できることから、最優秀賞となりました」との講評を得た。 
 

　最新のネットワーキング技術はどのようなものか？それを用いたネットワー
クとはどのような構成をしているのか？　情報工学科のシスコネットワーキン
グアカデミーで勉強している私は前からずっと知りたかったのです。６月２７日
から７月５日まで幕張メッセで開催されたＮｅｔｗｏｒｌｄ + Ｉｎｔｅｒｏｐ ２００２に、展示

会用ネットワーク（ＳｈｏｗＮｅｔ）の構築メンバー（ＳＴＭ：ＳｈｏｗＮｅｔ ＴｅａｍＭｅｍｂｅｒ）として参加してきました。 
　ＳｈｏｗＮｅｔは、世界中から集めてきたネットワーキング技術関連企業の展示会場内のブースや、カンファレンス会場
をスムーズなインターネットアクセス環境で提供するブロードバンドネットワークです。 
　私が参加したＳＴＭはリーダーを中心として４人１組で構成されており、リーダーが進行状況をトランシーバーで常
に連絡を取り合いながらＮＯＣ（ネットワークオペレーティングセンター）から指示された作業をこなしていくといった感じです。
作業内容は、主にケーブルのリンクの確立、光ファイバケーブルの減衰の計測など、知識が少ない私にとっては難解で、
ほとんど機材を運ぶ、ケーブルを引っ張ってくるなどの誰にでもできる簡単な内容でしか貢献できませんでしたが、
大変勉強になりました。 
　これからいろいろな知識を得て、少しでも貢献できればいいなと思います。大変でしたが来年また機会があったら
参加したいです。 

学生の志望に限りなく近い就職支援を！ 学生の志望に限りなく近い就職支援を！ 

学内合同企業説明会 

　本年度から学生の就職活動支援に、次の新しい取り組みをした。そのひとつは、
「学内合同企業説明会」である。５月２５日（土）に学生会館３階で、４年生を対
象として、採用活動継続中の企業７社の参加を得て開催した。 
　当日はリクルートスーツを身にまとった４年生が８９名参加し、会場では各企
業のブースで熱気のこもった質問と説明が交わされた。 
　また、来年２月には、３年生を対象とした企業セ
ミナーを２日間開催する予定である。 
　そして、ふたつ目の取り組みは、女子学生を対象
とした「身だしなみセミナー」である。これは、先

に現代社会学部で実施されたものと同じ内容で、専門のビューティー・ダイレクターを講
師にお招きし、会社訪問等で役立つメイク・立ち居振る舞い等を学んだ。 
　女子学生は３年生を中心に１１名が参加した。特に参加者のうち１名をモデルにしたメイ
ク実習と講師の身だしなみに関する話は、大変好評だった。 身だしなみセミナー 

なか  た　   　み　き　こ  

はがね　　　  まさ     のぶ  

Show Net の POD Booth

かん　　  ゆ   き   こ  
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自宅緊急連絡装置模型 自宅緊急連絡装置模型 
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　７月１日（月）１４時から、広島地区の高校進路担当者対象の入試
説明会が中野キャンパス学生会館で行われた。 
　全体会には高校の先生が約１００名参加した。学長の挨拶の後、
各学部の入試説明が各学部長、学生部長、就職部長、短大就職課
長から行なわれた。さらに、学部毎に、３会場で分科会がもたれた。 
　短期大学部では、各担当者が次のことについて説明した。 

 　（１）カリキュラム、単位認定方法、習熟度別授業について 
 　（２）２級（ガソリン・ジーゼル）自動車整備士講習について 
 　（３）進路（進学・就職）について 
 　（４）通信添削教育と新設のゼミナールRについて 

　短期大学部には約３０名の高校の先生が参加され、説明を聞きな
がら熱心にメモをとり、活発な質疑応答がなされた。なお、７月
８日（月）は岡山で、７月９日（火）は徳山で、そして７月１０日（水）は
松山で入試説明会が実施された。 

真剣な実習場の見学 

若い元気が会場にあふれた！ 

　７月２８日（日）に、第１
回オープンキャンパスが
上瀬野キャンパス自動車
短期大学部で開催され
た。指定校訪問でのＰＲ
効果もあり、高校生８１
名、保護者５０名が参加
して、１００個用意した弁
当の追加を買いに走るという嬉しい混乱もあった。 
　全体会で披露された「学生の体験記」が高校生に
好評であった。アンケートでも「印象に残ったもの」
として２４％を占め、第２位となった。 
　クイズゲームでは、本学の特色に関するクイズは
全員が正解だった。「第一回ワールドカップサッカ
ーの優勝国」が勝敗の分かれ目となった。 

　学内見学では今年初
めて登場した「ハイブ
リッドカーの試乗」が
人気を集めた。説明す
る先生が皆優しいと言
う人が多かった。 
　好天に恵まれ、大変
実りの多いオープンキ

ャンパスであった。 

 

短
大 

受　付 
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2年連続8強入りを果たす！ 
◆全国高等学校野球選手権広島県予選◆ 

さわやかに入場行進 

　夏の全国高等学校野球選手権広島県予選は、７月１６
日開幕した。本校は、春季大会ベスト４ということで、
シード校として２回戦からの出場である。対戦相手は
創部１００年の古豪三次高校である。序盤から実力の違
いを見せつけ、８対１の８回コールドで勝利する。続
いての３回戦は、尾道東高校との対戦であった。立ち
上がりから猛攻撃を続け、毎回のように得点を重ね、
１４対１で５回コールドで勝利する。４回戦は、３回戦
で崇徳高校を下し勢いにのる城北高校である。序盤は
互角の戦いを展開していたが、徐々にシード校の実力
を発揮し、１０対４で勝利し、見事に２年連続ベスト８
進出を果たした。準々決勝戦は、実力派投手２人を擁する祇園北高校との対戦であった。初回に先制され
ながらも一時は本塁打で逆転したが、４対５で無念の敗退を喫し、またも甲子園の夢を果たすことが出来
なかった。いつもながら、本校の試合には、吹奏楽部や多くの生徒、保護者、ＯＢと大応援団の声援が球
場内にこだまし試合を盛り上げている。 

魅せられた聴衆1500余名 魅せられた聴衆1500余名 
吹奏楽部第14回定期演奏会 

　本校吹奏楽部が、去る６月９日（日）、広島郵便貯金ホールにおいて
第１４回定期演奏会を開催した。今回のテーマは「ラテン音楽の世界」。
会場には１５００人が入場し、盛大に行われた。第１部は、今年度全日本
吹奏楽コンクール課題曲から始まり、バレエ音楽「中国の不思議な役人」
「ボルト」などの演奏で吹奏楽部の実力を披露する。第２部は「風に
なりたい」「グラナダ」「イパネマ
の娘」「マンボ・マンボ・マンボ」
「トリステーザ」などの演奏と踊り
で聴衆はラテンの世界に引き込まれ

ていった。年々盛大になっていく定期演奏会、早くも来年度が期待される。 
　本校吹奏楽部は部員数８４名で、その練習量、実力ともに定評があり、
今年度も全日本吹奏楽大会に出場している。 

演奏会ステージ 

このパワー！ 

普通科2年生　浅 野 剛 史君の作品 

　今年８月３日、海
田町２００２フェスタ
ひまわりが開催され
た。このフェスタひ
まわりのポスター

に、本校美術部、浅野剛史君の作
品が見事採用された。開催日当日、
会場にて表彰が行われた。 

　今年度行われた中国高校選手権自転車大会にお
いて、総合システム科２年の池田良君が快挙をな
した。チームロード（団体）では、他校を寄せ付
けない実力でチーム優勝した。また、トラック競
技では、４００ｍトラックを６０周して競うポイントレ
ースで、２位に１９点の大差をつけて
優勝し、大会２冠に輝いた。 
 　まだ２年生で、競技歴も１年あ
まりながらの快挙に今後が大いに期
待されている。 

あさ   の　 たけ　し 

高
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第4回世界学生アーチェリー選手権大会出場 
うめ　もと　こう　  じ  

にし　たに　たい　  じ  

　このほど、メディア情報通信学科１年生の梅本幸治選手が第４回
世界学生アーチェリー選手権大会に出場した。７月５日１９時から

広島ガーデンパレスで壮行会を行った。学校関係者および
全日本アーチェリー連盟、広島市スポーツ協会などから沢
山の支援を頂き、多くの人のご参加で盛大に壮行会を行う
ことができた。 
 　７月 １０日～１３日タイ・パタヤで行われた試合では、初

日の予選で個人８位につけた。決勝トーナメントにおいては強豪を次々と倒し、準々決勝まで進んだが、
今回優勝したルクセンブルグの選手との対戦で惜しくも敗れ、個人５位の入賞を果たした。また最終日の
団体戦では、チームワークも大変よく、最強の韓国には負けはしたものの、堂々の２位で銀メダルを手に
した。 
　練習に練習を重ねるひたむきな梅本幸治選手の、正に今を生きる姿は全ての人に、何かを教えてくれる
ものがある。彼はまだまだ伸びる選手であり、関係者や周囲のひとびとに期待と感動を与えている。学院
をあげての喜びであり、限りない声援をおくりたい。 

工学部メディア情報通信学科１年生　梅 本 幸 治  

 日本大学　4年生（広島国際学院高校出身）　西 谷 泰 治  

 

目
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ア
ジ
ア
競
技
大
会
出
場
に
向
け
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　この度、韓国・釜山で行われる第１４回アジア競技大
会自転車競技の日本代表として参加することになった。
私自身、最大の目標としていた大会であり、大きなチ
ャンスを得ることができて大変感激している。 
　競技ではポイントレースに出場する。自分の持てる
力を精一杯発揮し、悔いの残らないよう競技すること
を念頭に、優勝を目指し頑張りたい。また、アジア各
国の出場選手との友好と親善にも取り組みたいと思う。 

　自転車競技を始めた高校時代を回想してみると、１年生の春に入部し、五月の連休
から厳しい練習が始まった。倒れ込むように帰宅したことも何日かあった。今も鮮明
に記憶している。その後、三宅監督の指導のもと休むことなく毎日練習を続けた。そ
の甲斐あってか、３年生の時に行われたインターハイにおいて個人競技で優勝した。
これが大きな自信となり、大学進学後も続けられたのだろう。 
　大学では、レベルの高い先輩・同期生との出会いがあった。競争の展開も高校時代
とは一味違う。その中で練習に励み、数々の大会で幸運にも好成績を上げることがで
きて今回のチャンスに恵まれた。 
　私が今まで自転車競技を続けることができたのも、高校時代の監督・
顧問の先生、そして現在の監督・コーチ・チームメイトの支えがあった
からだと感謝している。競技を通じ多くの人と接し、また厳しい練習に
耐えることで人間的にも精神的にも成長できたと思う。 
　高校生活は、人のために生きる社会人になる準備期間だと思う。今の
時間を無駄にせず、自分の目標を見つけそれに向かって邁進することが
大切ではないか。 
　頑張るという言葉をよく耳にする。しかしその意味は辛抱して努力す
るということだ。後輩の皆さんにはとにかく、理屈なしで頑張ってほしい。 



「
間
違
い
を
恐
れ
ず
行
動
を
起
こ
す
」
こ
と
が
大
切
！ 
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生
時
代
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想
い
出
と
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思
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こ
と
ー 

「
間
違
い
を
恐
れ
ず
行
動
を
起
こ
す
」
こ
と
が
大
切
！ 

大
学
院
工
学
研
究
科
電
子
工
学
専
攻
　
平
成
十
年
三
月
卒
業 

木
　
下
　
　
　
崇 

　
私
が
就
職
し
た
の
は
東
芝
電
子
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）と
い
う
会
社
で
す
。
東
芝（
株
）

と
共
同
で
製
品
の
開
発
・
設
計
を
行
い
、
ま
た
独
自
事
業
と
し
て
環
境
分
析
・
設
備
設
計
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。 

　
私
の
仕
事
は
民
生
用
テ
レ
ビ
部
品
の
設
計
で
、
他
社
と
の
競
合
の
波
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら

多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
入
社
１
年
目
の
こ
ろ
は
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
３
年
目
こ
ろ
か

ら
仕
事
に
も
慣
れ
、
発
言
も
か
な
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
２
年
目
に
配
置
転
換
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
上
司
が
変
わ
れ
ば
当
然
仕
事
の
や
り
方
も
変

わ
り
ま
す
。
最
初
は
考
え
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
か
な
り
戸
惑
い
ま
し
た
。
し
か
し
結
局
は
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
の
仕
方
を
見
て
、
自
分
な
り
の
方
法
を

見
つ
け
る
し
か
な
い
の
で
す
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
と

い
う
問
題
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
正
し
い
の
で
す
（
両

方
と
も
正
し
く
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
が
…
）
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
仕
事
で
は
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
だ
け
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
進
ん
で

学
び
、
考
え
、
そ
し
て
間
違
い
を
恐
れ
ず
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
大
学
で
授
業
を
受
け
る
時
も
同
じ
こ
と
が
当
て
は

ま
る
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

何
で
も
先
生
に
質
問
を
し
ま
し
ょ
う
。
間
違
う
こ
と

よ
り
も
、
聞
か
な
い
こ
と
、
自
分
で
考
え
な
い
こ
と

の
方
が
恥
な
の
で
す
。 

 

　
今
後
、
私
自
身
ま
だ
ま
だ
色
々
な
壁
に
突
き
当

た
る
と
思
い
ま
す
が
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
頑
張
っ
て

行
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

集中力の持続！ 

　　予想を越える入場者に驚き！ 

き
の
　
　
し
た
　
　
　
　
　 

た
か
し 

第
十
四
回 

学
外
展
を
開
く 

学
外
展
を
開
く 

　
６
月
２２
日（
土
）〜
２３
日（
日
）に
広
島
市
南
区
民

文
化
セ
ン
タ
ー
で
学
友
会
文
化
局
主
催
の
第
１４
回

学
外
展
「
彩
〜
い
ろ
ど
り
〜
」
が
催
さ
れ
た
。
今

回
の
タ
イ
ト
ル
は
、
サ
ー
ク
ル
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

個
性
と
感
性
、
そ
し
て
ジ
ャ
ン
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
で
あ
る
。 

 

　
出
展
し
た
の
は
、
学
友
会
文
化
局
に
加
盟
す

る
写
真
部
・
美
術
研
究
同
好
会
・
自
然
科
学
研
究

愛
好
会
・
電
子
計
算
機
研
修
会
の
４
サ
ー
ク
ル
で

あ
る
。
準
備
日
も
含
め
、
参
加
ス
タ
ッ
フ
は
サ
ー

ク
ル
員
、
局
員
合
わ
せ
て
約
９０
名
に
お
よ
ん
だ
。 

 

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
写
真
部
と
美
術
研
究
同
好

会
の
作

品
が
展

示
さ
れ

た
。
大
会
議
室
で
は
自
然
科
学
研
究
愛
好

会
と
電
子
計
算
機
研
修
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
と
自
作

ゲ
ー
ム
を
披
露
し
た
。 

 
　
同
じ
く
文
化
局
に
加
盟
す
る
音
楽
系

サ
ー
ク
ル
の
方
々
や
、
他
大
学
の
学
生
の

皆
様
、
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
の
方
に
多
数
ご
来
場

い
た
だ
き
、
無
事
に
学
外
展
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
達
成
し
た
感
激
と
こ
れ

か
ら
へ
の
希
望
も
湧
い
て
き
た
。
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 

主
催
　
広
島
国
際
学
院
大
学 

　
　
　
　
　
学
友
会
文
化
局 



工
学
部
　
情
報
工
学
科
４
年
生
　
北
條 

里
佳 

工
学
部
　
情
報
工
学
科
４
年
生
　
北
條 

里
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や
れ
る
！ 

で
き
る
ぞ
！ 

と
い
う
自
信
を
つ
け
た
い 

本
学
出
身
　
山
口
和
男
選
手
オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
出
場 

百
五
十
八
キ
ロ
！
　
日
本
プ
ロ
野
球
最
速
投
手
　
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ 

本
学
出
身
　
山
口
和
男
選
手
オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
出
場 

私
の
大
学
生
活 

や
れ
る
！ 

で
き
る
ぞ
！ 

と
い
う
自
信
を
つ
け
た
い 

　
『
あ
っ
！
　
み
ん
な
ネ
ク
タ
イ
締
め
て
い
る
の
に
忘

れ
た
！
』
こ
れ
が
入
学
式
の
記
憶
で
す
。
皆
と
異
な
る

格
好
を
し
て
い
る
の
で
思
わ
ず
そ
う
心
の
中
で
叫
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
女
子
校
か
ら
男
子
大
学
に
来
た
感
じ

が
し
て
、
周
り
は
ほ
と
ん
ど
男
子
。
こ
れ
か
ら
四
年
間
、

ど
う
な
る
の
か
全
く
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
考
え
て
み
る
と
、
そ
ん
な
心
配
は
杞
憂
で
、
や
り
た

い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
充
実
し
た

大
学
生
活
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
友
人
に
も
恵
ま
れ
、
色
ん
な
所
に
出
掛
け
ま
し
た
。
学
内
で
は
新
し
い
サ
ー
ク
ル

を
発
足
さ
せ
、
計
画
を
立
て
て
実
行
す
る
苦
労
や
、
新
入
生
を
ま
と
め
る
難
し
さ
の

一
方
、
仲
間
と
協
力
し
て
成
功
す
る
喜
び
を
体
得
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
三
年
生
の
後
期
か
ら
研
究
室
に
入
り
、
英
語
・
社
会
問
題
の
討
議
・
工
学
問

題
の
基
礎
勉
強
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
卒
業
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
興
味
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
勉

強
を
進
め
れ
ば
そ
れ
な
り
に
分
か
っ
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
に
行
き

詰
ま
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
理
解
す

る
満
足
感
で
次
の
目
標
が
自
然
と
見
え

て
く
る
の
で
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。
な
ん
と
か
卒
業
研
究
を
成
功

さ
せ
、
部
活
で
も
昨
年
と
は
異
な
っ
た

展
開
を
見
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
調
子
で
い
つ
ま
で
も
挑
戦
し
続

け
、
自
分
は
や
れ
る
、
何
で
も
出
来
る

頑
張
れ
る
ぞ
！
　
と
い
う
自
信
を
つ
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

食堂で友達と楽しいランチ 

　
今
年
、
中
継
ぎ
で
活
躍
が
認
め
ら
れ
監
督
推
薦
に
て
オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
選
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
シ
ー
ズ
ン
中
に
１
５
８
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
を
計
測
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
良
部
投
手

（
現
大
リ
ー
グ
）と
同
記
録
で
、
現
日
本
の
プ
ロ
野
球
で
は
最
速
投
手
で
あ
る
。 

　
山
口
投
手
は
、
平
成
５
年
広
島
電
機
大
学（
現
広
島
国
際
学
院
大
学
）工
学
部
電
気
工
学
科

に
入
学
。
広
島
六
大
学
野
球
に
お
い
て
１
年
次
春
季
リ
ー
グ
戦
か
ら
４
番
指
名
打
者
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
、
秋
季
リ
ー
グ
戦
か
ら
投
手
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
平
成
８
年
秋
季
リ
ー

グ
戦
の
初
優
勝
に
は
エ
ー
ス
と
し
て
貢
献
し
、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。 

　
大
学
時
代
の
活
躍
を
認
め
ら
れ
社
会
人
野
球
の
三
菱
自
動
車
岡
崎
に
入
社
し
、
社
会
人
野

球
の
都
市
対
抗
野
球（
東
京
ド
ー
ム
）、
日
本
選
手
権（
大
阪
ド
ー
ム
）等
の
大
会
で
活
躍
し

た
。
社
会
人
時
代
は
、
全
日
本
代
表
候
補
選
手
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
を
経
て
、
平
成
１１
年
の

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議（
プ
ロ
野
球
新
人
選
択
会
議
）に
て
オ
リ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ

に
第
１
位
で
指
名
さ
れ
入
団
し
た
。 

　
現
在
は
中
継
ぎ
抑
え
役
と
し
て
活
躍
中
。
今
後
は
日
本
人
初
の
夢
の
「
１
６
０
キ
ロ
」
実
現

に
期
待
が
か
か
る
。 
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“憩いのひとときを” 
　　　　  自己啓発に！ 
“憩いのひとときを” 
　　　　  自己啓発に！ 

売　　店 

新しい学生会館のラウンジ 

　本学は、ますます地域の方々に親しまれる大学を目指して、
学生会館をはじめとする諸施設を広く開放することにした。学
生会館は食事や休憩に、ＡＴＭは財布がわり。図書館では本の貸
し出し、読書はもとよりちょっとした調べものや、文献等の複
写も可能。広いグランドで思いっきりリフレッシュできる。学生・
職員も大歓迎。 
 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 《利用時間等はほぼ中野キャンパスに同じ》 
※詳細問合せは、大学事務部（082－820－2345） 

学生の生活を 
強力サポート 
学生の生活を 
強力サポート 

　「学生寮が欲しい」「安いアパートを紹介して欲しい」そんな学生の要望や、受験生の問合せに応え、
本学では今年度から、家賃の一部を援助する「下宿生支援奨学制度」を発足させた。 
　この制度では下宿地域を指定し、１人につき家賃を最大で月額１万円援助する。家賃が１万円未満のと
きは、全額支給となる。他大学にあまり例のない画期的な制度といわれている。 
　対象は、大学学部１～２年生、短大部は１年生である。また、下宿地域とは、中野・瀬野を中心とした
一円で、本学に予め登録した７８軒の信用ある「指定下宿」から選ぶことが可能である。 

　申請手続きは、入学時の他随時に可能で、本年度は２００名
をこえる学生が、この制度の恩恵を受けている。 
　学生部担当者は「負担の軽くなる分、思いっきり学業に専

念して欲しい。手続はき
ちんとして欲しい」と語
り、学生募集担当者は
「県外からの志願者の増
加を期待したい」と話し
ている。 
　☆問合せは、学生部学
生課、又は入試課まで 指定地域の学生向け住宅 中野キャンパス全景 



　本研究室は、
基礎教育の教
材研究、ハイテ
ク・リサーチ・セン
ターにおける高
純度金属の研
究、および原
研施設利用共

同研究等を行っている。 
　教材研究：「科学と方法」科目の中、私の担当
課題は「古代における穿孔技術の再現」で、もの
つくりと実体験を目的としている。古代のメノウ、
ヒスイの勾玉にある小さな穴はどのようにあけた
のであろうか。その当時は青銅も鉄もない時代で
ある。竹や木の棒であけたといえば、ほとんどの
人が驚くと同時に「そん
な……？」と疑問に思う。
石片や石器のドリルでは
Ｖ字型となり、きれいに
真直ぐな穴はあかない。
ヒスイ、メノウの粉末を
研磨剤として利用し竹や木の棒により穿孔していた。
そこで学生諸君が道具を自ら製作して、大理石に
挑戦した。研磨剤は金剛砂で、道具は古代の火起
こしに使用する舞錐あるいは弓錐である。見事に
きれいな穴があいた。これは古代におけるハイテ
ク技術である。また、「石臼によるコーヒー挽き」
の課題研究にも挑戦している。石臼とコーヒーミ
ルとの粉体の違いと味の実体験教材研究である。
ダイヤモンド薄膜の作製も計画中である。 
　共同利用研究：約１０°Ｋ（－２６３℃）の低温でイオン
照射を行い、照射欠陥の形成、構造、集合状態を
Ｘ線散漫散乱法により調べている。電子顕微鏡で
は観測が困難な微小欠陥が観察可能である。また、
天然および人工ダイヤモンドの欠陥集合体（窒素
原子のクラスター）
の研究も行っている。
これらは日本原子力
研究所との共同研究
である。そして研究
は、現代のナノテク
ノロジー、ハイテク
技術へと進めている。 

現代社会学部 
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工学部 工学部 
共通基礎講座 

前 田 裕 司 研究室  
まえ　　た　　 ひろ　　 し　　  

現代社会学部 

澤 田 善太郎 研究室 
さわ　　 だ　　 ぜん 　た　ろう  

大理石に舞錐による穿孔 

　私が現代社会学
部随一のヘビー・
スモーカーである
ため、休み時間に
気がねなくタバコ
を吸うために立ち
寄る学生もいる研
究室である。 

　専門分野は一言でいえば組織社会学と産業社会学
ということになるが、じっさいには次の３つの仕事
を併行してすすめている。 
　第一は、組織構造や組織意志決定についての数理
社会的研究である。最近発表した論文ではつぎのよ
うな問題をとりあげた。統計的調査では、データの
平均や最頻値など、データのなるべく標準的な値で

データ集合の特徴を示すこ
とが多いが、社会生活では
最大値や最小値など極端な
値をもつサンプルを使って、
データ全体の特徴を論じる
ことがある（たとえば、１７

歳の少年が犯した凶悪事件が報道されると、これを
例にして、この年代の少年全体の特徴が論じられる
などである）。論文では、こうした極端な例による
議論が、組織の意思決定にどんなゆがみをあたえる
かを統計学の視点から検討している。 
　第二は、近代組織の成立過程にかんする歴史的な
研究である。これは残念ながら、最近は進まず、注
文した本の山を見て、ため息をついている。 
　第三は、企業組織の実証研究である。現在は、社
会調査実習の授業でマツダ（株）を中心とした自動車
産業の労働の調査をおこなっている。７月には、現
代社会学部の学生とマツダ工業技術短期大学校の学
生の皆さんとの懇談会をおこなった。この研究はま
だスタート時点だが、広島ならではの研究にまとめ
たいと思っている。 
　私のゼミナールは、こうした自動車産業への関心
からえらんだ学生もいるが、私自身も学生の皆さん
に自分の一番関心のあることにとことんこだわるよ
うに勧めているので、登場してくるテーマはスポー
ツ、音楽、ファッションなど多様である。ただ、産
業組織を研究する私に感化されてかどうか、気がつ
けば、スポーツ産業、音楽産業、ファッション産業
の研究になっているのが特徴であろう。 

（高温超伝導）実験中教材研究 開放感のある研究室 
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初版・改訂版 

学校法人 広島国際学院 企画広報室 
住所：〒７３９－０３２１　広島市安芸区中野６－２０－１ 
電話：（０８２）８２０－２３４５  
ホームページアドレス  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｈｋｇ.ａｃ.ｊｐ 

　今年の第３２回クロウジングフェ
スティバルは、７月７日（日）中野
キャンパスグランドで学友会体育局
主催により行われた。 
　七夕の日にちなみ「夏彩祭」と題し
た。美しい花火に彩られた夏祭は、学
生たちの夢と希望を夜空いっぱいに大
きく描いた。会場の笹飾りもいっそう
雰囲気を盛りあげた。味がよかったの

かバザーは大変な人気であった。特にステージの演技は、人と人の心を
つなぐ喜びの共感が、皆の身体からあふれていた。広島文教女子大学ダ
ンス部「ピルエット」のダンスは大勢の人を惹きつけた。来場者は５００
名を越えた。地域住民の方、他大学生、
本学学生のふれあいと交流の場として、
有意義な催しとなったことを喜びとしたい。 
　クロウジングフェスティバルに先立ち、
大学周辺の清掃作業を６月２５日（火）に行
った。住民の方へ親しみと感謝の意をこ
めて、キャンパスから中野東駅周辺まで
丁寧に作業した。また、クロウジングフ
ェスティバルへの参加も呼びかけた。 

　工学部メディア情報通信
学科　田中誠助教授が共同
執筆した教科書「図説電子デ
バイス（産業図書）」が、韓国
の汎韓書籍株式会社（ＰＡＮ 
ＫＯＲＥＡ ＢＯＯＫ ＣＯＲＰ.）よ
り韓国語で出版された。 
　この本は、半導体工学の
基礎からトランジスタや集
積回路（ＩＣ）などについて解説した電子デバイスの教科書で、

図を多用してわかりやすく書かれているのが特徴である。１９９０年の初版発行以来年々
評判が高まり、多くの大学・高専等で教科書に採択され、改訂版９刷となっている。

今年はなんと全国生協売り上げベストテンに入った。 
　このたび、韓国の出版社より翻訳出版の依頼があり、韓
国語版の「図説電子デバイス」（ＩＳＢＮ ８９－７１２９－１３７－０）が
出版されることになった。 
　大学教育の質の改善と向上にとって、教科書は大きな要
素であり、本学が目指す「今の学生が望む授業」の基盤と
なっていることに自信をもちたい。 

翻訳出版された韓国語版（図説電子デバイス） 
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